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新年あけましておめでとうござい
ます。

当社は今年は大きく六つのことに取
り組んでいきます。まず一つ目は、今
年４月に枚方工場に最新鋭ゴム生
産設備を４台導入致します。このう
ち１台はゴム射出成型機（横型）を
導入し、ゴム業界では当たり前なバ
リが無く全自動無人で生産できる
特別な生産設備となります。二つ目
は、企業がパリ協定の目標（世界の
気温上昇を1.5℃未満に抑える）に
沿った温室効果ガス削減目標に基づいて、各企業が「温室効果ガス
排出削減目標」を設定し宣言するSBT認定を取得中で今年早々に
は取得できそうです。また今年中には、植林（早生桐や）やトマト栽
培をすることで当社で排出するCO２を差し引きゼロにしてカー
ボンニュートラル（カーボンゼロ）を先駆けて実現を目指します。
三つ目は、本業回帰ではありませんが、得意なゴム生産技術を駆使
して開発した超高比重ゴム（硬度93°、硬度98°）、超軟質ゴム（硬
度5°、硬度10°など）、ファイバーラバー（アラミド繊維とゴムとの
一体成型品）、カーボンラバー（表面だけ導電性があり、裏面と体積
では絶縁体である）、通常は顧客や市場のニーズから開発を行い市
場に投入するマーケットインが主流ですが、これら特殊なゴムは
全てプロダクトアウト（市場ニーズなどに基づかず自社の強み・技
術から生み出した製品）となります。正直売れるかどうか分から
ないので、今年はネプコンジャパン、Nプラス、IPFといった展示
会でニーズを探ります。かなりマニアックなゴムですので、市場ニ
ーズは大きくないかもしれませんが、もともと「ニッチな市場で
No1」を目指してるので、小さくてニッチな市場を探します。四つ
目は、「商品企画部」を創設し、新製品の開発スタートから発売後1
年間までを担当させ、営業が集めてきたニーズも全て集約させま
す。営業・設計・工場・営業企画など社内各部署と折衝し迅速に商品
化を目指します。五つ目は、社内SEの育成です。とりあえず外部研
修を通して社員2名を社内SEとして育てあげ、社内の業務改善な
どに取り組んでもらい様々な業務の効率化を目指します。六つ目
は、社内で「未来経営会議」という組織を立ち上げます。未来経営会
議とは、40歳未満の若手社員から公募し、選抜したメンバーで、3
～5年後の当社の課題などを抽出し、それに対する施策を考え、役
員会で提言します。施策は全て役員会で可決されるわけではあり
ませんが、若手社員で経営に参画することができます。選抜された
若手社員４名を集めたキックオフ会議を先日開催し、業界の常識・
前例に捉われない、固定概念を捨てる、中長期視点での提言などを
お願い致しました。どのような提言が出てくるのか楽しみにして
おります。
今年はこれら六つのことに取り組むことで「新しい共和ゴム」の土
台をしっかりと作っていきたいと思っております。
今年も何卒宜しくお願い致します。
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私は久保 優翔（くぼ ゆか）と申しま
す。2025年3月に入社し、現在は生
産管理の業務を担当しております。

生産管理は初めての分野で、入社当
初は商品や部品の種類の多さ、工程の流れをつかむこと
に戸惑う場面もありました。
しかし、周りの方々に支えていただきながら覚えていく
うちに、ものづくりの深さや、ひとつの商品が完成するま
でに多くの人が関わっていることを知り、その道のりを
見られる面白さを感じています。

休日はゲームをして気分転換しており、良いリフレッ
シュになっています。最近はモンスターハンターに夢
中です。

今後は、より広い視点で全体を見られるようになること
を目指し、一つひとつ丁寧に経験を積んでいきたいです。
また、業務の効率化にも少しずつ取り組みながら、自分自
身も成長していければと思っています。本年もどうぞよ
ろしくお願いいたします。

はじめまして
2025年5月に入社した白川健大
と申します。
現在（12月時点）、私は枚方工場製
造部にて研修に励んでおります。

入社後、まず痛感したのは、覚える事項の多さです。
製品の種類、ゴム材料の種類、作業手順、重量、寸法、その
他注意事項など数多あり、暗記が苦手な私にとっては苦
心の連続でした。
また、工場での作業は厳正性が要求される一方、材料の
特性上、状況に応じた条件調整を要する場面も少なくあ
りません。
これらの両立は容易ではなく、不測の事態が発生した
際にはパニックに陥ってしまうこともしばしばありま
した。

一方、やりがいを感じる瞬間はこれまで学んできた点と
点が線で結びついた時です。
自分の課題に対して上司からの指導を受け、実践した結
果、これまで断片的であった知識が一つに統合され、大
きな達成感を覚えます。

入社からあっという間に8カ月、未だ依然一人前には程
遠く未熟さを痛感します。
これからも何十年先も謙虚さと直向きな気持ちを忘れ
ず精進して参ります。

皆様何卒よろしくお願いいたします。

生産管理部
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はじめまして。
業務チームの平 亜紀枝と申します。
平素より大変お世話になり、ありが
とうございます。

2025年1月に入社し、早くも1年が経ちました。前職では
スポーツ用品卸売業の営業事務を担当しておりました。

入社してまず感じたのは、皆さんの頭の柔らかさと仕事
のスピード感です。異業種からの転職で戸惑うこともあ
りましたが、先輩方が丁寧に教えてくださり、風通しの良
い環境の中で毎日充実して働けています。特にチームで
連携し、一つの成果を形にしていく過程は大きなやりが
いとなっています。

2年目に入り、共和ゴムの経営方針である「気働き」を心が
けながら、より一層成長できるよう努めてまいります。ま
だまだ勉強中ではありますが、今後ともご指導のほどよ
ろしくお願いいたします。

業務チーム　平 亜紀枝

年始にあたり、昨年入社したニューフェイスをご紹介させて頂きます。


